
また、図３のような「点つなぎ」は文字や図形を意識して書き写す訓練になる。 

子供が書（描）いたものから認知機能の困難に先生方が気づいて、一人一人の子供の将来を

見据えた支援方法を見つけていく必要がある。 

 

 

４ 担任の先生の気づき

就学前の 5 歳児や小学校 1 年生の子供に、線を引かせたり円を描かせたりするだけでも、ひ

らがなが書けるかどうか、黒板を写せるかどうかに気づけるので、子供の描いたものをよく見

ていただきたい。そして、その気づきを小学校の特別支援教育コーディネーターの先生と担任

の先生に伝えていただきたい。 

小学校の担任の先生は、中学校の特別支援教育コーディネーターの先生や新 1 年の学年所属

の先生に子供の認知機能の特性と支援方法を伝える、中学校の担任の先生は高校に伝える、高

校の担任の先生は大学や就職先に伝えていくといった継続した支援を次へ次へとつないでいく

ことを意識して取り組んでいくことがとても重要である。 
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図 3 「点つなぎ」は手先の巧緻性、形を模写する力を鍛える 

学部・研究科 学科課程・専攻 1回生 2回生 3回生 4回生 合計

文学部 日本語日本文学科

英語英米文学科

（神戸）国際教養学科

史学科

教育学科

家政学部 家政学科

管理栄養士養成課程

健康福祉学部 社会福祉学科

健康スポーツ栄養学科

看護学部 看護学科

専攻科 学校教育学専攻科

家政学研究科 食物栄養学専攻

生活造形学専攻

文学研究科 日本文学専攻

英文学専攻

日本史学専攻

教育学専攻

健康栄養学研究科 健康栄養学専攻

看護学研究科 看護学専攻

科目等履修生

学部計

大学院計

令和元年度　教職課程履修者数

令和元年度履修者総数
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国語 英語 社会 家庭 国語 英語 地理歴史 家庭 一種 二種

日文

英米

国際

史学

教育

小計

家政

管栄

小計

社福

栄養

小計

看護

小計

研究科

専攻科 国語 英語 社会 家庭 国語 英語 地理歴史 家庭

幼稚園
一種

高等学校一種中学校一種 養護
一種

学部
学科
課程

学部合計

文

家
政

健
康
福
祉

看
護

実人数
免許状
申請数

幼稚園
専修

小学校
専修

中学校専修 高等学校専修 栄養
専修

栄養小学校
一種

実人数

文
学

家
政

健
康

栄
養

看
護

小計

健康栄養学

小計

令和元年度　教育職員免許状取得者数（一括申請）

看護学

小計

研究科・専攻科合計

専
攻
科

学校教育学

小計

専攻

日本文学

英文学

日本史学

教育学

小計

食物栄養学

生活造形学

免許状
申請数
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（1）学部学科別実習生数

学部 学科課程 3回生 4回生 合計

文学部 日本語日本文学科

英語英米文学科

（神戸）国際教養学科

史学科

教育学科

家政学部 家政学科

管理栄養士養成課程

健康福祉学部 社会福祉学科

健康スポーツ栄養学科

看護学部 看護学科

令和元年度　教育実習生数

小計

科目等履修生

令和元年度教育実習生総数

（2）教科別実習生数

学部 学科課程 幼稚園 小学校 国語 英語 社会 地理歴史 家庭 養護 栄養

文学部 日本語日本文学科

英語英米文学科

（神戸）国際教養学科

史学科

教育学科

家政学部 家政学科

管理栄養士養成課程

健康福祉学部 社会福祉学科

健康スポーツ栄養学科

看護学部 看護学科

合計

科目等履修生

小計
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（3）実習時期別実習生数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

国 公 立

私 立

小 計
附属幼稚園

小 計

国 公 立

私 立

小 計

国 公 立

私 立

小 計

国 公 立

私 立

小 計

国 公 立

私 立

小 計

国 公 立

私 立

小 計

※実習初日の日を基準にしている

合計

4月から1月末まで毎週火曜日に実施

幼稚園

栄養

養護

高等学校

中学校

小学校

（4）実習校所在地別実習生数

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 養護 栄養 合計

北 海 道

栃 木 県

石 川 県

岐 阜 県

静 岡 県

滋 賀 県

大 阪 府

兵 庫 県

和歌山県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

佐 賀 県

熊 本 県

宮 崎 県

合計

※附属高倉台幼稚園での実習（幼児教育コース保育士養成課程80名）を除く
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特別支援学校 社会福祉施設

日本語日本文学科

英語英米文学科

（神戸）国際教養学科

史学科

教育学科

家政学科

管理栄養士養成課程

社会福祉学科

健康スポーツ栄養学科

看護学科

科目等履修生

合計

【特別支援学校】 【社会福祉施設】

参加人数 施設種別 参加人数

養護老人

特養

老人デイ

乳児

児童養護

知児入所

知児通園

肢体不自由

知的更生

知的授産

有料老人

老健

障害（生活介護）

就労移行

就労継続

地域活動

合計

県立芦屋特別支援学校

神戸市立友生支援学校

神戸市立青陽東養護学校

神戸市立盲学校

神戸市立青陽須磨支援学校

県立視覚特別支援学校

県立神戸聴覚特別支援学校

県立神戸特別支援学校

県立のじぎく特別支援学校

神戸市立いぶき明生支援学校

県立阪神特別支援学校

西宮市立西宮養護学校

県立姫路聴覚特別支援学校

県立こやの里特別支援学校

県立高等特別支援学校

明石市立明石養護学校

加古川市立加古川養護学校

県立いなみ野特別支援学校

県立東はりま特別支援学校

県立氷上特別支援学校

県立あわじ特別支援学校

学校名

令和元年度　介護等体験者数

姫路市立書写養護学校

県立播磨特別支援学校

県立赤穂特別支援学校

県立姫路しらさぎ特別支援学校

県立豊岡聴覚特別支援学校

県立和田山特別支援学校

三木市立三木特別支援学校

小野市立小野特別支援学校

加西市立加西特別支援学校

県立北はりま特別支援学校

県立姫路特別支援学校
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令和元年度 「介護等体験事前指導」実施状況

次年度に介護等体験を実施する学生に対して、今年度は下記のとおり事前指導を実施した。

学 科 教育学科

教 室 教室

日 時 内 容 担 当 者

月 日 木

時限
障がい者施設等の状況について

社会福祉学科

植戸 貴子 教授

月 日 木

時限
特別支援教育の指導の実際について

教育学科

谷山 優子 准教授

月 日 木

時限
社会福祉の動向と介護等体験の意義について

社会福祉学科

佐々木 勝一 教授

月 日 木

時限
高齢者福祉施設の介護について

社会福祉学科

津田 理恵子 教授

月 日 木

時限
体験上の心構えについて

教職支援センター

榎元 十三男 特任教授

学 科
日本語日本文学科、英語英米文学科、（神戸）国際教養学科

史学科、家政学科、管理栄養士養成課程

教 室 教室

日 時 内 容 担 当 者

月 日 木

時限
高齢者福祉施設の介護について

社会福祉学科

津田 理恵子 教授

月 日 木

時限
障がい者施設等の状況について

社会福祉学科

植戸 貴子 教授

月 日 木

時限
特別支援教育の指導の実際について

教育学科

谷山 優子 准教授

月 日 木

時限
社会福祉の動向と介護等体験の意義について

社会福祉学科

佐々木 勝一 教授

月 日 木

時限
体験上の心構えについて

教職支援センター

榎元 十三男 特任教授

 教育学科の担当者はもとより、社会福祉学科の教員にもご協力いただき、充実した事前指導を

行うことができた。
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令和元年度 「介護等体験事前指導」実施状況

次年度に介護等体験を実施する学生に対して、今年度は下記のとおり事前指導を実施した。

学 科 教育学科

教 室 教室

日 時 内 容 担 当 者

月 日 木

時限
障がい者施設等の状況について

社会福祉学科

植戸 貴子 教授

月 日 木

時限
特別支援教育の指導の実際について

教育学科

谷山 優子 准教授

月 日 木

時限
社会福祉の動向と介護等体験の意義について

社会福祉学科

佐々木 勝一 教授

月 日 木

時限
高齢者福祉施設の介護について

社会福祉学科

津田 理恵子 教授

月 日 木

時限
体験上の心構えについて

教職支援センター

榎元 十三男 特任教授

学 科
日本語日本文学科、英語英米文学科、（神戸）国際教養学科

史学科、家政学科、管理栄養士養成課程

教 室 教室

日 時 内 容 担 当 者

月 日 木

時限
高齢者福祉施設の介護について

社会福祉学科

津田 理恵子 教授

月 日 木

時限
障がい者施設等の状況について

社会福祉学科

植戸 貴子 教授

月 日 木

時限
特別支援教育の指導の実際について

教育学科

谷山 優子 准教授

月 日 木

時限
社会福祉の動向と介護等体験の意義について

社会福祉学科

佐々木 勝一 教授

月 日 木

時限
体験上の心構えについて

教職支援センター

榎元 十三男 特任教授

 教育学科の担当者はもとより、社会福祉学科の教員にもご協力いただき、充実した事前指導を

行うことができた。

神戸市スクールサポーター、ボランティア

教育 日文 家政 総　計

２回生

３回生

４回生

合　計

神戸市特別支援、ボランティア

教育 日文 総　計

２回生

３回生

４回生

合　計

神戸市学校インターンシップ（高等学校）

家政 総　計

３回生

合　計

神戸市以外学校ボランティア

姫路市 明石市 加西市 加東市 吹田市 総　計

３回生日文

２回生教育

３回生教育

合　計

神戸市幼稚園ボランティア

教育 総　計

２回生

合　計

令和元年11月14日現在

令和元年度　学校ボランティア、インターンシップ参加状況
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令和２年度（元年度実施）学校園教員採用（就職）最終合格者の状況について

①公立学校園　都道府県市区町村別合格者数

現
役

既
卒

合
計

現
役

既
卒

合
計

現
役

既
卒

合
計

現
役

既
卒

合
計

現
役

既
卒

合
計

現
役

既
卒

合
計

千葉県・千葉市 現役(家政)　高校家庭1

神奈川県 現役(英米)　中学英語1

横浜市

川崎市 現役(日文)　中学国語1
現役(日文)　高校国語1

相模原市

富山県

石川県

岐阜県 現役(家政)　中学家庭1

名古屋市

滋賀県 現役(家政)　中学家庭1

京都府

大阪府 既卒(家政)　中学家庭1

大阪市

兵庫県
現役(日文)　中学国語1
現役(家政)　中学家庭2
現役(院)　　中学家庭1

神戸市 既卒(家政)　中学家庭1

鳥取県

岡山県

岡山市

山口県

香川県

愛媛県

高知県 現役(日文)　中学国語1

佐賀県 既卒(日文)　中学国語1

熊本県

合計 9 12 2 2

＊小学校任期付枠を含む

備考
　　　　　校種

受験地

栄養教諭養護教諭高等学校中学校小学校 合計

現
役

既
卒

合
計

現
役

既
卒

合
計

神戸市 保育所 奈良県 奈良市 幼稚園・保育所

姫路市 幼稚園・保育所 石川県 金沢市 保育所

尼崎市 保育所 鳥取県 鳥取市 保育所

明石市 幼稚園・保育所 鳥取県 北栄町 幼稚園・保育所

芦屋市 幼稚園・保育所 山口県 和木町 幼稚園・保育所

加古川市 幼稚園・保育所 香川県 観音寺市 幼稚園・保育所

福崎町 幼稚園・保育所 香川県 東かがわ市 幼稚園・保育所

佐用町 保育所 香川県 三豊市 幼稚園・保育所

大阪府 豊中市 幼稚園・保育所

大阪府 吹田市 保育所 ※補欠合格者を含む

受験地 受験地

幼稚園・保育所幼稚園・保育所

合計

②－１ 私立幼稚園教員　市区町村別就職者数　令和２年度（元年度実施）

現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒

大阪府 大阪市 1 1

吹田市 1 1

茨木市 1 1

兵庫県 神戸市 3 3

香川県 高松市 1 1

愛媛県 今治市 1 1

8 8

令和２年３月31日現在

②－２ 私立保育士　市区町村別就職者数　令和２年度（元年度実施）

現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒

大阪府 大阪市 1 1

豊中市 1 1

池田市 1 1

兵庫県 神戸市 2 2 4

明石市 3 3

徳島県 徳島市 1 1

7 1 3 11

※法人採用を含む 令和２年３月31日現在

②－３ 私立保育教諭　市区町村別就職者数　令和２年度（元年度実施）

現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒

大阪府 大阪市 1 1

高槻市 2 2

兵庫県 神戸市 6 6

姫路市 3 3

明石市 2 2

西宮市 1 1

加古川市 2 2

2 15 17

令和２年３月31日現在

合計

合計

　　　　　　　業種

受験地

保育所 幼稚園型認定こども園
計

正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用

幼保連携型認定こども園

　　　　　　　業種

受験地

幼稚園 幼稚園型認定こども園 幼保連携型認定こども園

計
正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用

合計

　　　　　　　業種

受験地

保育所 幼保連携型認定こども園 保育所以外の児童福祉施設

計
正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用
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②－１ 私立幼稚園教員　市区町村別就職者数　令和２年度（元年度実施）

現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒

大阪府 大阪市 1 1

吹田市 1 1

茨木市 1 1

兵庫県 神戸市 3 3

香川県 高松市 1 1

愛媛県 今治市 1 1

8 8

令和２年３月31日現在

②－２ 私立保育士　市区町村別就職者数　令和２年度（元年度実施）

現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒

大阪府 大阪市 1 1

豊中市 1 1

池田市 1 1

兵庫県 神戸市 2 2 4

明石市 3 3

徳島県 徳島市 1 1

7 1 3 11

※法人採用を含む 令和２年３月31日現在

②－３ 私立保育教諭　市区町村別就職者数　令和２年度（元年度実施）

現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒

大阪府 大阪市 1 1

高槻市 2 2

兵庫県 神戸市 6 6

姫路市 3 3

明石市 2 2

西宮市 1 1

加古川市 2 2

2 15 17

令和２年３月31日現在

合計

合計

　　　　　　　業種

受験地

保育所 幼稚園型認定こども園
計

正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用

幼保連携型認定こども園

　　　　　　　業種

受験地

幼稚園 幼稚園型認定こども園 幼保連携型認定こども園

計
正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用

合計

　　　　　　　業種

受験地

保育所 幼保連携型認定こども園 保育所以外の児童福祉施設

計
正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用 正規採用 臨時採用
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・実 施 日 程 ：令和元年５月11日（土） ～ 12月21日（土）

・受講申込者数：自然科学（３回生）　32名

　　　　　　　　社会科学・人文科学（２回生）　５名

分野 月日 曜日 時間 教室 科目 参加者数

数学①

数学②

数学③

物理①

物理②

物理③

化学①

化学②

化学③

生物①

生物②

生物③

地学①

地学②

地学③

数学①

数学②

数学③

数学④

ガイダンス・テスト

経済①

経済②

日本史①

日本史②

日本史③

地理①

地理②

日本史④

世界史①

世界史②

世界史③

社会

政治①

政治②

英語①

英語②

英語③

英語④

国語①

国語②

国語③

国語④

令和元年度　教員採用試験対策入門講座実施状況

自然科学

令和元年５月11日 土

令和元年５月18日 土

令和元年６月１日 土

令和元年６月８日 土

令和元年６月15日 土

令和元年６月22日 土

社会科学

令和元年10月５日 土

令和元年10月26日 土

令和元年11月16日 土

令和元年11月30日 土

人文科学

令和元年12月７日 土

令和元年12月21日 土
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・実 施 日 程 ：令和２年１月31日（金） ～令和２年３月６日（金）

　　　　　　　　※「面接実践」1コマ、「教育時事」２コマについては４月に実施予定。

・受講申込者数：72名

月日 曜日 時間 教室 科目 参加者数

教育法規①

教育法規②

教育法規③

教育原理①

教育原理②

教育法規④

教育心理①

教育原理③

教育原理④

教育原理⑤

数的・資料①

数的・資料②

数的・資料③

数学①

数学②

数学③

数学④

判断・空間①

判断・空間②

判断・空間③

政治・経済①

政治・経済②

政治・経済③

政治・経済④

教育答申①

教育答申②

教育心理②

教育心理③

英語①

英語②

国語①

国語②

生物・化学①

生物・化学②

生物・化学③

生物・化学④

生物・化学⑤

生物・化学⑥

物理・地学①

物理・地学②

物理・地学③

物理・地学④

物理・地学⑤

物理・地学⑥

中止

令和２年２月17日 月

令和２年３月２日 月 録画

令和２年２月19日 水

令和２年３月６日 金 録画

令和２年２月21日 金

令和２年２月28日 金

令和２年２月12日 水

令和２年２月14日 金

令和２年２月７日 金

令和２年２月10日 月

令和２年２月５日 水

令和元年度　教員採用試験対策基礎講座実施状況

令和２年１月31日 金

令和２年２月３日 月
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グループＡ　小学校・栄養教諭主体（木曜５限中心）

第１回 12月６日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 榎元、松﨑、大森ほか

第２回 12月13日 勉強の進め方、書類作成の準備 榎元、大森ほか

第３回 １月10日 自分の性格等の書類作成 榎元、大森ほか

第４回 １月17日 面接の受け方 榎元、大森ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 榎元、松﨑、大森ほか

第６回 ２月７日 論作文の書き方 榎元、大森ほか

第７回 ２月14日 集団討論・面接練習１ 榎元、大森ほか

第８回 ４月18日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 榎元、大森ほか

第９回 ４月25日 集団討論・面接練習２ 榎元、大森ほか

第10回 ５月９日 集団討論・面接練習３ 榎元、大森ほか

第11回 ５月23日 集団討論・面接練習４ 榎元、大森ほか

第12回 ５月30日 受験地別面接練習１（全校種） 榎元、大森ほか

第13回 ６月６日 受験地別面接練習２（全校種） 榎元、大森ほか

第14回 ６月13日 受験地別面接練習３（全校種） 榎元、大森ほか

第15回 ６月20日 受験地別面接練習４（全校種） 榎元、大森ほか

第16回 ６月27日 受験地別面接練習５（全校種） 榎元、大森ほか

グループＢ　中学校・高等学校主体（水曜日５限中心/2019年４月からは火曜日３限中心）

第１回 12月12日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 松﨑、榎元、長谷川ほか

第２回 １月９日 勉強の進め方、書類作成の準備 松﨑、長谷川ほか

第３回 １月16日 自分の性格等の書類作成 松﨑、長谷川ほか

第４回 １月30日 面接の受け方 松﨑、長谷川ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 松﨑、榎元、長谷川ほか

第６回 ２月６日 論作文の書き方、集団面接 松﨑、長谷川ほか

第７回 ２月13日 集団討論･面接練習１ 松﨑、長谷川ほか

第８回 ４月16日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 松﨑、長谷川ほか

第９回 ４月23日 集団討論、集団面接２ 松﨑、長谷川ほか

第10回 ５月７日 集団討論、集団面接３ 松﨑、長谷川ほか

第11回 ５月14日 個人面接、模擬授業、場面指導 松﨑、長谷川ほか

第12回 ５月21日 受験地別面接練習１（全校種）

第13回 ５月28日 受験地別面接練習２（全校種）

第14回 ６月４日 受験地別面接練習３（全校種）

第15回 ６月18日 受験地別面接練習４（全校種）

第16回 ６月25日 受験地別面接練習５（全校種）

令和元年度　ワークショップ実施状況（平成30年12月～令和元年８月）

　

グループＡ　小学校・栄養教諭主体（木曜５限中心）

第１回 12月６日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 榎元、松﨑、大森ほか

第２回 12月13日 勉強の進め方、書類作成の準備 榎元、大森ほか

第３回 １月10日 自分の性格等の書類作成 榎元、大森ほか

第４回 １月17日 面接の受け方 榎元、大森ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 榎元、松﨑、大森ほか

第６回 ２月７日 論作文の書き方 榎元、大森ほか

第７回 ２月14日 集団討論・面接練習１ 榎元、大森ほか

第８回 ４月18日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 榎元、大森ほか

第９回 ４月25日 集団討論・面接練習２ 榎元、大森ほか

第10回 ５月９日 集団討論・面接練習３ 榎元、大森ほか

第11回 ５月23日 集団討論・面接練習４ 榎元、大森ほか

第12回 ５月30日 受験地別面接練習１（全校種） 榎元、大森ほか

第13回 ６月６日 受験地別面接練習２（全校種） 榎元、大森ほか

第14回 ６月13日 受験地別面接練習３（全校種） 榎元、大森ほか

第15回 ６月20日 受験地別面接練習４（全校種） 榎元、大森ほか

第16回 ６月27日 受験地別面接練習５（全校種） 榎元、大森ほか

グループＢ　中学校・高等学校主体（水曜日５限中心/2019年４月からは火曜日３限中心）

第１回 12月12日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 松﨑、榎元、長谷川ほか

第２回 １月９日 勉強の進め方、書類作成の準備 松﨑、長谷川ほか

第３回 １月16日 自分の性格等の書類作成 松﨑、長谷川ほか

第４回 １月30日 面接の受け方 松﨑、長谷川ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 松﨑、榎元、長谷川ほか

第６回 ２月６日 論作文の書き方、集団面接 松﨑、長谷川ほか

第７回 ２月13日 集団討論･面接練習１ 松﨑、長谷川ほか

第８回 ４月16日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 松﨑、長谷川ほか

第９回 ４月23日 集団討論、集団面接２ 松﨑、長谷川ほか

第10回 ５月７日 集団討論、集団面接３ 松﨑、長谷川ほか

第11回 ５月14日 個人面接、模擬授業、場面指導 松﨑、長谷川ほか

第12回 ５月21日 受験地別面接練習１（全校種）

第13回 ５月28日 受験地別面接練習２（全校種）

第14回 ６月４日 受験地別面接練習３（全校種）

第15回 ６月18日 受験地別面接練習４（全校種）

第16回 ６月25日 受験地別面接練習５（全校種）

令和元年度　ワークショップ実施状況（平成30年12月～令和元年８月）

　

グループＡ　小学校・栄養教諭主体（木曜５限中心）

第１回 12月６日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 榎元、松﨑、大森ほか

第２回 12月13日 勉強の進め方、書類作成の準備 榎元、大森ほか

第３回 １月10日 自分の性格等の書類作成 榎元、大森ほか

第４回 １月17日 面接の受け方 榎元、大森ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 榎元、松﨑、大森ほか

第６回 ２月７日 論作文の書き方 榎元、大森ほか

第７回 ２月14日 集団討論・面接練習１ 榎元、大森ほか

第８回 ４月18日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 榎元、大森ほか

第９回 ４月25日 集団討論・面接練習２ 榎元、大森ほか

第10回 ５月９日 集団討論・面接練習３ 榎元、大森ほか

第11回 ５月23日 集団討論・面接練習４ 榎元、大森ほか

第12回 ５月30日 受験地別面接練習１（全校種） 榎元、大森ほか

第13回 ６月６日 受験地別面接練習２（全校種） 榎元、大森ほか

第14回 ６月13日 受験地別面接練習３（全校種） 榎元、大森ほか

第15回 ６月20日 受験地別面接練習４（全校種） 榎元、大森ほか

第16回 ６月27日 受験地別面接練習５（全校種） 榎元、大森ほか

グループＢ　中学校・高等学校主体（水曜日５限中心/2019年４月からは火曜日３限中心）

第１回 12月12日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 松﨑、榎元、長谷川ほか

第２回 １月９日 勉強の進め方、書類作成の準備 松﨑、長谷川ほか

第３回 １月16日 自分の性格等の書類作成 松﨑、長谷川ほか

第４回 １月30日 面接の受け方 松﨑、長谷川ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 松﨑、榎元、長谷川ほか

第６回 ２月６日 論作文の書き方、集団面接 松﨑、長谷川ほか

第７回 ２月13日 集団討論･面接練習１ 松﨑、長谷川ほか

第８回 ４月16日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 松﨑、長谷川ほか

第９回 ４月23日 集団討論、集団面接２ 松﨑、長谷川ほか

第10回 ５月７日 集団討論、集団面接３ 松﨑、長谷川ほか

第11回 ５月14日 個人面接、模擬授業、場面指導 松﨑、長谷川ほか

第12回 ５月21日 受験地別面接練習１（全校種）

第13回 ５月28日 受験地別面接練習２（全校種）

第14回 ６月４日 受験地別面接練習３（全校種）

第15回 ６月18日 受験地別面接練習４（全校種）

第16回 ６月25日 受験地別面接練習５（全校種）

令和元年度　ワークショップ実施状況（平成30年12月～令和元年８月）

　

グループＡ　小学校・栄養教諭主体（木曜５限中心）

第１回 12月６日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 榎元、松﨑、大森ほか

第２回 12月13日 勉強の進め方、書類作成の準備 榎元、大森ほか

第３回 １月10日 自分の性格等の書類作成 榎元、大森ほか

第４回 １月17日 面接の受け方 榎元、大森ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 榎元、松﨑、大森ほか

第６回 ２月７日 論作文の書き方 榎元、大森ほか

第７回 ２月14日 集団討論・面接練習１ 榎元、大森ほか

第８回 ４月18日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 榎元、大森ほか

第９回 ４月25日 集団討論・面接練習２ 榎元、大森ほか

第10回 ５月９日 集団討論・面接練習３ 榎元、大森ほか

第11回 ５月23日 集団討論・面接練習４ 榎元、大森ほか

第12回 ５月30日 受験地別面接練習１（全校種） 榎元、大森ほか

第13回 ６月６日 受験地別面接練習２（全校種） 榎元、大森ほか

第14回 ６月13日 受験地別面接練習３（全校種） 榎元、大森ほか

第15回 ６月20日 受験地別面接練習４（全校種） 榎元、大森ほか

第16回 ６月27日 受験地別面接練習５（全校種） 榎元、大森ほか

グループＢ　中学校・高等学校主体（水曜日５限中心/2019年４月からは火曜日３限中心）

第１回 12月12日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 松﨑、榎元、長谷川ほか

第２回 １月９日 勉強の進め方、書類作成の準備 松﨑、長谷川ほか

第３回 １月16日 自分の性格等の書類作成 松﨑、長谷川ほか

第４回 １月30日 面接の受け方 松﨑、長谷川ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 松﨑、榎元、長谷川ほか

第６回 ２月６日 論作文の書き方、集団面接 松﨑、長谷川ほか

第７回 ２月13日 集団討論･面接練習１ 松﨑、長谷川ほか

第８回 ４月16日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 松﨑、長谷川ほか

第９回 ４月23日 集団討論、集団面接２ 松﨑、長谷川ほか

第10回 ５月７日 集団討論、集団面接３ 松﨑、長谷川ほか

第11回 ５月14日 個人面接、模擬授業、場面指導 松﨑、長谷川ほか

第12回 ５月21日 受験地別面接練習１（全校種）

第13回 ５月28日 受験地別面接練習２（全校種）

第14回 ６月４日 受験地別面接練習３（全校種）

第15回 ６月18日 受験地別面接練習４（全校種）

第16回 ６月25日 受験地別面接練習５（全校種）

令和元年度　ワークショップ実施状況（平成30年12月～令和元年８月）

　

グループＡ　小学校・栄養教諭主体（木曜５限中心）

第１回 12月６日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 榎元、松﨑、大森ほか

第２回 12月13日 勉強の進め方、書類作成の準備 榎元、大森ほか

第３回 １月10日 自分の性格等の書類作成 榎元、大森ほか

第４回 １月17日 面接の受け方 榎元、大森ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 榎元、松﨑、大森ほか

第６回 ２月７日 論作文の書き方 榎元、大森ほか

第７回 ２月14日 集団討論・面接練習１ 榎元、大森ほか

第８回 ４月18日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 榎元、大森ほか

第９回 ４月25日 集団討論・面接練習２ 榎元、大森ほか

第10回 ５月９日 集団討論・面接練習３ 榎元、大森ほか

第11回 ５月23日 集団討論・面接練習４ 榎元、大森ほか

第12回 ５月30日 受験地別面接練習１（全校種） 榎元、大森ほか

第13回 ６月６日 受験地別面接練習２（全校種） 榎元、大森ほか

第14回 ６月13日 受験地別面接練習３（全校種） 榎元、大森ほか

第15回 ６月20日 受験地別面接練習４（全校種） 榎元、大森ほか

第16回 ６月27日 受験地別面接練習５（全校種） 榎元、大森ほか

グループＢ　中学校・高等学校主体（水曜日５限中心/2019年４月からは火曜日３限中心）

第１回 12月12日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 松﨑、榎元、長谷川ほか

第２回 １月９日 勉強の進め方、書類作成の準備 松﨑、長谷川ほか

第３回 １月16日 自分の性格等の書類作成 松﨑、長谷川ほか

第４回 １月30日 面接の受け方 松﨑、長谷川ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 松﨑、榎元、長谷川ほか

第６回 ２月６日 論作文の書き方、集団面接 松﨑、長谷川ほか

第７回 ２月13日 集団討論･面接練習１ 松﨑、長谷川ほか

第８回 ４月16日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 松﨑、長谷川ほか

第９回 ４月23日 集団討論、集団面接２ 松﨑、長谷川ほか

第10回 ５月７日 集団討論、集団面接３ 松﨑、長谷川ほか

第11回 ５月14日 個人面接、模擬授業、場面指導 松﨑、長谷川ほか

第12回 ５月21日 受験地別面接練習１（全校種）

第13回 ５月28日 受験地別面接練習２（全校種）

第14回 ６月４日 受験地別面接練習３（全校種）

第15回 ６月18日 受験地別面接練習４（全校種）

第16回 ６月25日 受験地別面接練習５（全校種）

令和元年度　ワークショップ実施状況（平成30年12月～令和元年８月）

　

グループＡ　小学校・栄養教諭主体（木曜５限中心）

第１回 12月６日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 榎元、松﨑、大森ほか

第２回 12月13日 勉強の進め方、書類作成の準備 榎元、大森ほか

第３回 １月10日 自分の性格等の書類作成 榎元、大森ほか

第４回 １月17日 面接の受け方 榎元、大森ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 榎元、松﨑、大森ほか

第６回 ２月７日 論作文の書き方 榎元、大森ほか

第７回 ２月14日 集団討論・面接練習１ 榎元、大森ほか

第８回 ４月18日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 榎元、大森ほか

第９回 ４月25日 集団討論・面接練習２ 榎元、大森ほか

第10回 ５月９日 集団討論・面接練習３ 榎元、大森ほか

第11回 ５月23日 集団討論・面接練習４ 榎元、大森ほか

第12回 ５月30日 受験地別面接練習１（全校種） 榎元、大森ほか

第13回 ６月６日 受験地別面接練習２（全校種） 榎元、大森ほか

第14回 ６月13日 受験地別面接練習３（全校種） 榎元、大森ほか

第15回 ６月20日 受験地別面接練習４（全校種） 榎元、大森ほか

第16回 ６月27日 受験地別面接練習５（全校種） 榎元、大森ほか

グループＢ　中学校・高等学校主体（水曜日５限中心/2019年４月からは火曜日３限中心）

第１回 12月12日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 松﨑、榎元、長谷川ほか

第２回 １月９日 勉強の進め方、書類作成の準備 松﨑、長谷川ほか

第３回 １月16日 自分の性格等の書類作成 松﨑、長谷川ほか

第４回 １月30日 面接の受け方 松﨑、長谷川ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 松﨑、榎元、長谷川ほか

第６回 ２月６日 論作文の書き方、集団面接 松﨑、長谷川ほか

第７回 ２月13日 集団討論･面接練習１ 松﨑、長谷川ほか

第８回 ４月16日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 松﨑、長谷川ほか

第９回 ４月23日 集団討論、集団面接２ 松﨑、長谷川ほか

第10回 ５月７日 集団討論、集団面接３ 松﨑、長谷川ほか

第11回 ５月14日 個人面接、模擬授業、場面指導 松﨑、長谷川ほか

第12回 ５月21日 受験地別面接練習１（全校種）

第13回 ５月28日 受験地別面接練習２（全校種）

第14回 ６月４日 受験地別面接練習３（全校種）

第15回 ６月18日 受験地別面接練習４（全校種）

第16回 ６月25日 受験地別面接練習５（全校種）

令和元年度　ワークショップ実施状況（平成30年12月～令和元年８月）

　

グループＡ　小学校・栄養教諭主体（木曜５限中心）

第１回 12月６日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 榎元、松﨑、大森ほか

第２回 12月13日 勉強の進め方、書類作成の準備 榎元、大森ほか

第３回 １月10日 自分の性格等の書類作成 榎元、大森ほか

第４回 １月17日 面接の受け方 榎元、大森ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 榎元、松﨑、大森ほか

第６回 ２月７日 論作文の書き方 榎元、大森ほか

第７回 ２月14日 集団討論・面接練習１ 榎元、大森ほか

第８回 ４月18日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 榎元、大森ほか

第９回 ４月25日 集団討論・面接練習２ 榎元、大森ほか

第10回 ５月９日 集団討論・面接練習３ 榎元、大森ほか

第11回 ５月23日 集団討論・面接練習４ 榎元、大森ほか

第12回 ５月30日 受験地別面接練習１（全校種） 榎元、大森ほか

第13回 ６月６日 受験地別面接練習２（全校種） 榎元、大森ほか

第14回 ６月13日 受験地別面接練習３（全校種） 榎元、大森ほか

第15回 ６月20日 受験地別面接練習４（全校種） 榎元、大森ほか

第16回 ６月27日 受験地別面接練習５（全校種） 榎元、大森ほか

グループＢ　中学校・高等学校主体（水曜日５限中心/2019年４月からは火曜日３限中心）

第１回 12月12日 開講、書類の書き方、ワークショップの方向性 松﨑、榎元、長谷川ほか

第２回 １月９日 勉強の進め方、書類作成の準備 松﨑、長谷川ほか

第３回 １月16日 自分の性格等の書類作成 松﨑、長谷川ほか

第４回 １月30日 面接の受け方 松﨑、長谷川ほか

第５回 ２月１日 合格者体験発表会 松﨑、榎元、長谷川ほか

第６回 ２月６日 論作文の書き方、集団面接 松﨑、長谷川ほか

第７回 ２月13日 集団討論･面接練習１ 松﨑、長谷川ほか

第８回 ４月16日 今後の進め方、自己ＰＲの整理、面接練習 松﨑、長谷川ほか

第９回 ４月23日 集団討論、集団面接２ 松﨑、長谷川ほか

第10回 ５月７日 集団討論、集団面接３ 松﨑、長谷川ほか

第11回 ５月14日 個人面接、模擬授業、場面指導 松﨑、長谷川ほか

第12回 ５月21日 受験地別面接練習１（全校種）

第13回 ５月28日 受験地別面接練習２（全校種）

第14回 ６月４日 受験地別面接練習３（全校種）

第15回 ６月18日 受験地別面接練習４（全校種）

第16回 ６月25日 受験地別面接練習５（全校種）

令和元年度　ワークショップ実施状況（平成30年12月～令和元年８月）
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幼保　きら☆きら（木曜３時限中心／2019年４月からは木曜２限中心）

第１回 開講、採用試験の概要と対策、勉強の仕方、ワークショップの進め方 大森、榎元、松﨑ほか

第２回 自己分析（長所、短所、志望動機、経験等） 大森、榎元ほか

第３回 自己ＰＲ、自己紹介文の書き方 大森、榎元ほか

第４回 合格者発表会 大森、榎元、松﨑ほか

第５回 面接（集団・討論・個人）の受け方、注意点 大森、榎元ほか

第６回 本年度の進め方、就職検索、公立・私立対策、履歴書の書き方等 大森、榎元ほか

第７回 論作文の書き方 大森、榎元ほか

第８回 集団面接１ 大森、榎元ほか

第９回 集団討論１ 大森、榎元ほか

第10回 集団面接２ 大森、榎元ほか

第11回 集団討論２ 大森、榎元ほか

第12回 集団面接３ 大森、榎元ほか

第13回 集団討論３ 大森、榎元ほか

第14回 私立受験について 大森、榎元ほか

12月13日

１月10日

１月17日

２月１日

２月７日

４月18日

４月25日

５月９日

５月23日

５月30日

６月６日

６月13日

６月20日

６月27日
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領域 講習の名称 講習の概要 担当講師 実施日 対象職種
主な

受講対象者
受講
者数

1 必修
教育の最新事情
（これからの教育を考
える）

学校をめぐる近年の状況変化、教員に対する社会の要請、特別
支援教育に関する課題、学級経営や生徒指導に関する課題、組
織的対応や保護者・地域社会との連携などの最近の教育事情に
ついて検討し、課題解決に向けての取り組み・在り方を考え
る。

前田　研史
金岩　俊明
谷山　優子
榎元　十三男

8/22
(木)

教諭
栄養教諭
養護教諭

全教員 97名

2
選択
必修

学習指導要領と危機管
理

学校を取り巻く環境変化、教育課程・授業方法の改革、新たな
教育課題への対応等教師の資質向上が求められる中、新しく学
習指導要領も改訂された。そこで、本講座では「学習指導要
領」の変遷とポイント、及び学校管理下を中心に子どもの安全
確保のための「危機管理」について学び、教員の力量向上の一
助としたい。

三宅　茂夫
榎元　十三男
松﨑　隆幸
大森　俊昭

8/23
(金)

教諭
栄養教諭
養護教諭

全教員 30名

3
選択
必修

子どもの貧困と発達支
援

今日の子どもが暮らす状況は、貧困や発達の多様化に対する支
援が不可欠となっています。具体的には、学力不振、引きこも
り、虐待や発達がいなど、生活のしづらさを訴える子どもが増
えています。これらの問題を無視することは、子どもの人間的
な発達を保障することになります。児童虐待と家族養護、障が
い児とその家族への支援、子どもの貧困と支援などに焦点を当
て、教育と社会福祉の連携を図って子どもと家族を支援するた
めの課題を考えます。

佐々木　勝一
曽田　里美
下司　実奈

8/20
(火)

教諭
栄養教諭
養護教諭

全教員 78名

4 選択
小・中学校教諭のため
の科学実験講座

物理、化学、生物、地学の4分野から1テーマずつ実験を行う。
各実験は、1テーマ90分とし、合計6時間とする。
物理：浮力について学び，岩石や木片の密度・比重を求める。
化学：気体（二酸化炭素）の製法とその性質の確認
生物：顕微鏡の使い方と細胞分裂の観察
地学：地形図とボーリング資料を利用した「流れる水の働き」
「土地のつくりと変化」

西田　実継
稲垣　善茂
岩本　哲幸
村田　恵子

8/7
(水)

教諭
小学校
中学校
(理科)

11名

5 選択
豊かな環境構成のため
の理論と実際①

幼稚園教育の基本は、環境を通しての教育である。したがっ
て、保育を計画し進めていく際に子どものかかわる環境の質
が、すなわち保育の質となると言っても過言ではない。本講習
では、保育の改善や質の向上を視野に、保育観を確認し保育の
構成要素である保育の「ねらい」から「活動・内容」「方法」
「評価」を構造的に捉えながら、子どもの年齢や発達等の実態
に即した豊かな環境構成のための理論と実際、さらに周囲の環
境を教育資源化していくための理論と方法論について学習す
る。なお、「豊かな環境構成のための理論と実際①」では、お
もに理論について学び、「豊かな環境構成のための理論と実際
②」では、それらをもとに演習を実施する。そのため、それら
の科目を合わせて受講することが望ましい。

三宅　茂夫
8/5
(月)

教諭 幼稚園 20名

6 選択
豊かな環境構成のため
の理論と実際②

幼稚園教育の基本は、環境を通しての教育である。したがっ
て、保育を計画し進めていく際に子どものかかわる環境の質
が、すなわち保育の質となると言っても過言ではない。本講習
では、保育の改善や質の向上を視野に、保育観を確認し保育の
構成要素である保育の「ねらい」から「活動・内容」「方法」
「評価」を構造的に捉えながら、子どもの年齢や発達等の実態
に即した豊かな環境構成のための理論と実際、さらに周囲の環
境を教育資源化していくための理論と方法論について学習す
る。なお、「豊かな環境構成のための理論と実際①」では、お
もに理論について学び、「豊かな環境構成のための理論と実際
②」では、それらをもとに演習を実施する。そのため、それら
の科目を合わせて受講することが望ましい。

三宅　茂夫
8/6
(火)

教諭 幼稚園 20名

7 選択
発達障害のある幼児児
童生徒の理解と授業づ
くり①

１．特別支援教育についての基礎知識と理論
２．幼小中高校の発達障害のある子どもの特性
３．支援方法の工夫（ロールプレイング、グループワーク等）
４．保護者支援のあり方
５．どの子もわかる授業、居場所のあるあたたかい学級づくり

谷山　優子
8/5
(月)

教諭
栄養教諭
養護教諭

全教員 58名

8 選択
発達障害のある幼児児
童生徒の理解と授業づ
くり②

１．特別支援教育についての基礎知識と理論
２．幼小中高校の発達障害のある子どもの特性
３．支援方法の工夫（ロールプレイング、グループワーク等）
４．保護者支援のあり方
５．どの子もわかる授業、居場所のあるあたたかい学級づくり

谷山　優子
8/8
(木)

教諭
栄養教諭
養護教諭

全教員 58名

9 選択
サスティナブル（持続
可能な）社会と生活環
境

これからの社会においては、サスティナブル･ディベロップメン
ト(持続可能な開発)の理念を持った生活環境が求められてい
る。本講座では、地球と生物の歴史をもう一度振り返りなが
ら、地球に住む生物の一つとしての人間を見つめ直し、サス
ティナブルな社会を実現する上での、消費生活、資源・エネル
ギ-、セルロ-ス、住まい、まちづくり、インテリアの観点か
ら、その考え方と具体的な方法について事例を交えながら紹介
していく。

山根　千弘
梶木　典子
砂本　文彦
ガンガ　伸子
来海　素存
貝増  匡俊

8/6
(火)

教諭

中学校
(家庭)
高等学校
(家庭)

7名

10 選択 衣生活を科学する

コンピュータ(CAD)による織物のデザイン、生徒が自主的、かつ
個性豊かな作品づくりを可能にする実習、、衣服の快適性に関
する生理・心理学的側面など、被服材料から着装まで、実習を
交えながら科学的に解説する。
本講座により被服を総合的に理解し、現代の装いが担う役割に
ついて検討する。

平田　耕造
中西　正恵
十一　玲子
大森　正子

8/5
(月)

教諭

中学校
(家庭)
高等学校
(家庭)

10名

11 選択
食育から健康づくりを
考える

学校における「食に関する指導」充実のため、栄養教諭がコー
ディネーター役として機能できるよう、また、児童生徒に接す
る教諭全てが食に関心を持ち、現状の問題点に対応するために
講習会を開催する。
具体的には、近年報告されている発育期の低栄養や発育遅延が
成人期の生活習慣病のリスク要因となる可能性などの最新の知
見をはじめ、子どもの便秘を考える野菜・果物の摂取と整腸と
の関係や参加者が持ち寄る事例からはマネジメントサイクルに
沿った食育活動の方法を学ぶ。その他、児童・生徒を取り巻く
現状と課題など、栄養教育・衛生教育の観点から幅広い知識を
習得し、日常業務に役立てることを目的とする。

置村  康彦
山本　勇
高橋  孝子
橋本  加代
安田  敬子

8/21
(水)

教諭
栄養教諭
養護教諭

小学校
中学校
(家庭)
高等学校
(家庭)
栄養教諭
養護教諭

34名

令和元年度　教員免許状更新講習実施状況

－ 63 －



領域 講習の名称 講習の概要 担当講師 実施日 対象職種
主な

受講対象者
受講
者数

12 選択 国語の知識を学び直す

学校教育における国語科の授業内容は，本来は正当な人文科学
である国語学(日本語学)の研究成果を反映したものであった
が，現在の学校教育では教育効果を重視した形骸化した指導が
広く行われている。そこでこの両者の乖離を埋めるために，改
めて基本的な日本語の知識を学び直し，国語科教育の指導内容
が，どのような日本語の特徴に依拠するものなのかを考え，学
術的見地からの理解を深める。

岡墻  裕剛
8/5
(月)

教諭

小学校
中学校
(国語)
高等学校
(国語)

20名

13 選択
日本文学における中国
文学受容

国語科の教材には、時代・分野を問わず中国文学を受容したも
のがかなりある。そこで、その様態を知ることによって、作品
理解の一助としたい。

北山  円正
井上  勝志
樹下  文隆

8/6
(火)

教諭

中学校
(国語)
高等学校
(国語)

7名

14 選択 幼児の遊びの捉え方

1.幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と遊び
2.保育のエピソードを記述する
3.集団遊びを好まない子どもをどのように捉えるか
4保護者に子どもの姿を伝えるには

石田　裕子
8/26
(月)

教諭 幼稚園 25名

15 選択
「音を聴く」ことから
始める音楽教育

小学校学習指導要領に「音・音楽を～」という記述がある。
「音楽」については、現場で様々な取り組みが成されている
が、「音」については、まだ手探りの部分が多いと思われる。
そこで、本講座では「音」を重点的に取り上げ、「音を聴く」
ことから始める教育の重要性について演習を通して考える。そ
して、表現の「音楽づくり」の実践につなげる方法を学ぶ。具
体的には、身のまわりの音に気を付け、「音地図」に記述す
る。その場合ICTの活用として、パソコンを使った音編集や、
「音の出る地図」の作成方なども紹介する。また、新学習指導
要領で3年生の理科に加えられた「音の性質」の単元との関連
や、手作り楽器など、他の教科、単元との関わりも示す。

小林　田鶴子
8/28
(水)

教諭 小学校 11名

－ 64 －



兵庫県 大阪府

55歳 45歳 35歳 計 55歳 45歳 35歳 計
私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

勤務校園なし 勤務校園なし

私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

京都府 滋賀県

55歳 45歳 35歳 計 55歳 45歳 35歳 計
私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

私立 私立
国立 国立
市町立 市町立
県立 県立
計 計

私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計
私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計
私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

勤務校園なし 勤務校園なし

私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

令和元年度　教員免許状更新講習　居住都道府県別・学校種別・年齢別参加者数

高等学校 高等学校

特別支援学校 特別支援学校

総計 総計

対象教員年齢別人数

幼稚園 幼稚園

小学校 小学校

中学校 中学校

中学校

高等学校

特別支援学校

総計

校　種
対象教員年齢別人数

校　種

対象教員年齢別人数
校　種 校　種

対象教員年齢別人数

幼稚園幼稚園

小学校

総計

特別支援学校

高等学校

中学校

小学校

－ 65 －



三重県 福井県

55歳 45歳 35歳 計 55歳 45歳 35歳 計
私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計
私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計
私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計
私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

勤務校園なし 勤務校園なし

私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

東京都 大分県

55歳 45歳 35歳 計 55歳 45歳 35歳 計
私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

私立 私立
国立 国立
市町立 市町立
県立 県立
計 計

私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計
私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計
私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

勤務校園なし 勤務校園なし

私立 私立
国立 国立

市町立 市町立
県立 県立
計 計

55歳：Ｓ39.4.2～Ｓ40.4.1
45歳：Ｓ49.4.2～Ｓ50.4.1
35歳：Ｓ59.4.2～

高等学校 高等学校

特別支援学校 特別支援学校

特別支援学校 特別支援学校

総計 総計

小学校 小学校

中学校 中学校

高等学校 高等学校

校　種

総計 総計

対象教員年齢別人数

幼稚園 幼稚園

小学校 小学校

中学校 中学校

校　種
対象教員年齢別人数

校　種

対象教員年齢別人数
校　種

対象教員年齢別人数

幼稚園 幼稚園

－ 66 －



男 女 男 女 男 女

必修
教育の最新事情
（これからの教育を考える）

選択
必修

学習指導要領と危機管理

選択
必修

子どもの貧困と発達支援

選択
小・中学校教諭のための科学
実験講座

選択
豊かな環境構成のための理論
と実際①

選択
豊かな環境構成のための理論
と実際②

選択
発達障害のある児童生徒の理
解と授業づくり①

選択
発達障害のある児童生徒の理
解と授業づくり②

選択
サスティナブル（持続可能
な）社会と生活環境

選択 衣生活を科学する

選択 食育から健康づくりを考える

選択 国語の知識を学び直す

選択
日本文学における中国文学受
容

選択 幼児の遊びの捉え方

選択
「音を聴く」ことから始める
音楽教育

55歳：Ｓ39.4.2～Ｓ40.4.1
45歳：Ｓ49.4.2～Ｓ50.4.1
35歳：Ｓ59.4.2～

令和元年度 教員免許状更新講習
講座別・年齢別・男女別参加者数

合計

講習名
35歳45歳55歳 本学

卒業生
計

－ 67 －



Ⅰ　履修（教育実習・介護等体験・スクールサポーター等含む）関係ガイダンス

日　付 事　項

３月28日（木）
４月３日（水）

神戸市教育委員会によるスクールサポーター制度及び申込み説明会

４月１日（月） ３回生教育学科対象教職課程ガイダンス

４月２日（火） ４回生（教育学科・健康スポーツ栄養学科・看護学科を除く）対象教職課程ガイダンス

４月３日（水） ２回生教育学科（小学校教育実習希望者）対象教育実習内諾手続きについての説明会

４月４日（木） ４回生教育学科対象教職課程ガイダンス

４月５日（金） 学校観察実習Ａ・Ｂ・Ｃ履修に関する説明会

４月６日（土） １回生（健康スポーツ栄養学科・看護学科を除く）対象教職課程履修ガイダンス

４月６日（土）
３回生対象（教育学科・健康スポーツ栄養学科・看護学科を除く）教育実習内諾手続き
についての説明会及び教職ガイダンス

４月10日（水） ２回生健康スポーツ栄養学科対象履修カルテ説明会

４月11日（木） ２回生看護学科対象履修カルテ説明会

４月11日（木） ３回生健康スポーツ栄養学科・看護学科対象教育実習内諾手続きについての説明会

４月12日（金） １回生健康スポーツ栄養学科・看護学科対象教職課程履修ガイダンス

４月12日（金） ２回生教育学科対象教職課程ガイダンス

４月13日（土）
４月14日（日）

スクールサポーター申込者対象面接指導

４月19日（金）
４月23日（火）

２回生（教育学科・健康スポーツ栄養学科・看護学科を除く）対象教職課程ガイダンス

６月６日（木） ３回生教育学科（幼稚園教育実習希望者）対象教育実習内諾手続きについての説明会

６月28日（金） 令和２年度明石市立小学校での教育実習に向けての手続き説明会

10月１日（火） 令和２年度豊中市立小・中学校での教育実習に向けての手続き説明会

10月25日（金） ３回生教育学科（附属高倉台幼稚園実習）対象教育実習履修説明会

11月14日（木） 令和２年度介護等体験申込手続き説明会（小免・中免取得希望者）

12月11日（水） 神戸市立小・中・高等学校での教育実習に向けての手続き説明会

12月16日（月） 姫路市立幼稚園・小・中・高等学校での教育実習に向けての手続き説明会

Ⅱ　教員免許状一括申請説明会及び教員免許更新制に関する説明会

日　付 事　項

12月３日（火） 教員免許状一括申請説明会（英語英米文学科、家政学科Ｂクラス）

12月３日（火） 教員免許状一括申請説明会（神戸国際教養学科、家政学科Ａクラス）

12月４日（水） 教員免許状一括申請説明会（健康スポーツ栄養学科・看護学科）

12月５日（木） 教員免許状一括申請説明会（教育学科）

12月９日（月） 教員免許状一括申請説明会（日本語日本文学科、史学科）

12月10日（火） 教員免許状一括申請説明会（管理栄養士養成課程）

Ⅲ　教育委員会による教員採用試験学内説明会

日　付 事　項

４月８日（月） 大阪府教育委員会による教員採用試験説明会

４月11日（木） 大阪府豊能地区教育委員会による教員採用試験説明会

４月12日（金） 神戸市教育委員会による教員採用試験説明会

令和元年度　教職支援センター　主な活動記録

 ４月～10月の毎週月曜日及び木曜日（夏季休業中を除く）昼休みに介護等体験実施直前指導を実施
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４月12日（金） 横浜市教育委員会による教員採用試験説明会

４月15日（月） 川崎市教育委員会による教員採用試験説明会

４月15日（月） 大阪市教育委員会による教員採用試験説明会

４月22日（月） 岡山市教育委員会による教員採用試験説明会

４月25日（木） 和歌山県教育委員会による教員採用試験説明会

５月７日（火） 岡山県教育委員会による教員採用試験説明会

５月９日（木） 鳥取県教育委員会による教員採用試験説明会

５月10日（木） 兵庫県教育委員会による教員採用試験説明会

５月16日（木） 京都府教育委員会による教員採用試験説明会

５月16日（木） 徳島県教育委員会による教員採用試験説明会

５月16日（木） 加古川市による幼稚園教諭・保育士採用試験説明会

５月20日（月） 山口県教育委員会による教員採用試験説明会

６月27日（木） 姫路市教育委員会による幼稚園教諭・保育士採用試験説明会

７月４日（木） 明石市教育委員会による幼稚園教諭・保育士採用試験説明会

11月11日（月） 神戸市教育委員会による教員採用試験説明会

11月15日（金） 岡山県教育委員会による教員採用試験説明会

11月21日（木） 香川県教育委員会による教員採用試験説明会

11月22日（金） 大阪市教育委員会による教員採用試験説明会

11月26日（火） 岡山市教育委員会による教員採用試験説明会

11月28日（木） 横浜市教育委員会による教員採用試験説明会

11月29日（金） 鳥取県教育委員会による教員採用試験説明会

12月５日（木） 相模原市教育委員会による教員採用試験説明会

12月６日（金） 大阪府豊能地区教育委員会による教員採用試験説明会

12月18日（水） 川崎市教育委員会による教員採用試験説明会

12月20日（金） 大阪府教育委員会による教員採用試験説明会

Ⅳ　教員採用試験対策講座、面接指導及び模擬試験等

日　付 事　項

４月６日（土） 　４回生対象 教員採用試験対策ガイダンス

４月７日（日） 　自治体別摸試（学外）

４月28日（日） 　全国公開模擬試験（学内）

４月29日（月・祝） 　全国公開模擬試験（学内）

４月30日（火・祝） 　全国公開模擬試験（学内）

５月13日（日） 　保育所・幼稚園就職模擬試験（学内）

５月26日（日） 　全国公開模擬試験（学内）

６月20日（木） 　教員採用試験　関東地区受験直前合宿　結団式

７月13日（土）
　～14日（日）

教員採用試験関東地区受験合宿  川崎市・横浜市・相模原市・千葉市・さいたま市に
て実施
引率者：榎元十三男教授（川崎市）、松﨑隆幸教授（横浜市）

9月27日（金） 教員採用試験対策『入門講座』説明会

12月１日（土） 　３回生対象教員採用試験対策スタートガイダンス

 ５月下旬～６月下旬の火曜日、木曜日に受験地別面接指導（全校種）を実施

 12月から水曜日、木曜日に小・中・高・栄養教諭対象教員採用試験対策ワークショップを実施

 10月～12月の土曜日に教員採用試験対策『入門講座』を６日実施

 ５月～６月の土曜日　教員採用試験対策『入門講座』を６回実施
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12月７日（土） 　３回生対象教員採用試験面接対策ガイダンス

12月21日（土） 　全国公開模擬試験（学内）

12月19日（木） 保育士・幼稚園教諭対象　合格者体験発表会

12月19日（木） 小学校教諭対象　合格者体験発表会

１月10日（金） 　全国公開模擬試験（学内）

１月15日（水） 中学校・高等学校教諭対象　合格者体験発表会

２月４日（火） 　全国公開模擬試験（学内）

１月28日（火）
　　30日（木）
　　31日（金）

　教員採用試験合格者対象　社会人基礎基本トレーニング

３月７日（土） 　全国公開模擬試験（学内）

３月27日（金） 　全国公開模擬試験（学内）

Ⅳ　教職についてのＦＤ・ＳＤ

日　付 事　項

２月13日（木）

第8回　教職課程研修会
 ・「複数の学科間・大学間の共同による教職課程の実施体制について（素案）」
　　について
 ・今年度の教員採用試験結果等について

 通年にわたり、随時面接練習・論作文添削指導を実施

 １月末から３月上旬までの月曜日・水曜日・金曜日に教員採用試験対策『基礎講座』を13日実施

 12月から木曜日に保育士・幼稚園教諭対象　幼・保きら☆きら　ワークショップを実施
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令和元年度 教職支援センター運営委員会活動の記録

回 数 日 時 場 所 主な議題

第１回 平成 年４月 日（木）

須磨：Ｍ館３Ｆ

小会議室

ＰＩ：Ｆ

（テレビ会議）

・平成 年度教職支援センター運営委員会の構成について

・本委員会の運営について（委員会規程）

・学園の方針と今年度の主な課題（活動計画）について

・教職課程認定申請について

・教職課程履修ガイドブック、教職課程年報の活用について

・『教職課程研究』の発行について

・教育実習指導の実施日程について

・教員免許状更新講習について

・編入生の単位認定について

・その他 学校観察実習について

ワークショップの日程について

平成 年度教員採用候補者選考試験大学推薦に

ついて 

第２回 令和元年５月 日（木）

須磨：Ｍ館３Ｆ

小会議室

ＰＩ：Ｆ

（テレビ会議）

・教職課程再課程認定について

・教職課程研究執筆要領について

・令和２年度「教職に関する科目」担当者、時間割について

・令和元年度教員免許状更新講習の受講者募集について

・教育実習校訪問について

・全国私立大学教職課程協会研究大会報告について

・中教審ワーキング報告について

・その他 願書の提出について

地域別面接練習について

集団面接、集団討論について

第３回 令和元年６月 日（木）

須磨：Ｍ館３Ｆ

小会議室

ＰＩ：Ｆ

（テレビ会議）

・教職課程認定申請について

・中教審教職課程の基準に関するＷＧ報告について

・令和元年度教員免許状更新講習の応募状況について

・令和元年度「教職実践演習」の準備について

・前期教育実習状況等について

・介護等体験事前指導計画について

・その他 教員採用試験対策について

関東合宿・大学推薦・その他

第４回 令和元年７月 日（木）

須磨：Ｍ館３Ｆ

小会議室

ＰＩ：Ｆ

（テレビ会議）

・教職課程認定申請について

・中教審教職課程の基準に関するＷＧ報告について

・令和元年度「教職実践演習」の実施について

・令和元年度実施教員採用試験の状況について

１次試験、関東合宿等について

今後の面接、模擬授業、場面指導等について

・教職支援センターレイアウトの変更について

・その他

第５回 令和元年９月 日（木）

須磨：Ｍ館３Ｆ

小会議室

ＰＩ：Ｆ

（テレビ会議）

・令和２年度開設に向けた教職課程認定申請について

・教育後援会地方懇談会について

・令和２年度教員免許状更新講習の開設調査について

・令和２年度教育実習事前・事後指導の日程について

・令和２年度教職課程科目のシラバス作成上のガイドライン

（案）について

・令和２年度教育実習実施資格判定（第１段階）について

・令和元年度「教育実習評価表」所見のまとめについて

・令和元年度「教職実践演習」について

・教職支援センターレイアウトの変更について

・教員採用試験中間報告について

・その他
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第６回 令和元年 月 日（木）

須磨：Ｍ館３Ｆ

小会議室

ＰＩ：Ｆ

（テレビ会議）

・教職課程認定申請の進捗状況について

・教職科目の開講期変更について

・令和元年度実施公立学校園採用試験結果（中間報告）につ

いて

・令和元年度から２年度におけるワークショップの実施計画

について

・令和元年度「教職実践演習」の実施状況について

・支援センターからのお知らせについて

・その他

第７回 令和元年 月 日（木）

須磨：Ｍ館３Ｆ

小会議室

ＰＩ：Ｆ

（テレビ会議）

・教職課程認定申請の進捗状況について

・「行吉学園 中期目標・中期計画」教職支援センター関係個

所への対応について

・令和元年度実施公立学校園採用試験結果（中間報告）につ

いて

・令和元年度教員免許状更新講習について

・教職課程年報（№ ）の原稿依頼について

・教育実習事後指導、教育実習実施状況について

・臨時的任用職員（教職専門指導教員）の採用（更新）につ

いて

・その他

第８回 令和２年１月 日（木）

須磨：Ｍ館３Ｆ

中会議室

ＰＩ：Ｆ

（テレビ会議）

・「行吉学園 中期目標・中期計画」教職支援センター関係個

所への対応について

香川県教育委員会との情報交換会の実施報告

・「中期計画に関する令和２年度臨時予算」について

・令和元年度教育実習評価について

・教育実習指導の日程について

・神戸女子大学教職課程研修会について

・ワークショップの実施状況について

・教職課程年報及び教職課程ガイドブック作成進捗状況につ

いて

・その他

第９回

令和２年２月 日（水）

（短大教員養成カリキュラ

ム委員会と合同開催）

須磨：Ｍ館３Ｆ

小会議室

ＰＩ：Ｆ

（テレビ会議）

・「神戸女子大学教職支援センター規程」一部改正について

・令和２年度教育実習受講者の最終決定について

・令和２年度教育実習訪問指導について

・令和２年度教員免許状更新講習（大学・短大）について

・令和２年度教職支援センター年間スケジュールについて

・大学推薦について

・附属高倉台幼稚園教育実習評価について

・その他
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令和元年度 教務委員会の記録 

 

※教務委員会での教職関係事項の議題、協議事項のみ掲載 

回 数 日 時 場 所 主な議題（教職関連事項のみ記載） 

第１回 平成 31 年４月４日（木） 
Ｍ館３階 

小会議室 
 特になし 

第２回 平成 31 年４月 25 日（木） 
Ｍ館３階 

小会議室 
・編入生の教職科目の単位認定について 

第３回 令和元年６月６日（木） 
Ｍ館３階 

小会議室 
 特になし 

第４回 令和元年７月４日（木） 
Ｍ館３階 

小会議室 

・2019 年度後期臨時開講 教職科目「教育行

政学」（看護）について 
・令和元年度介護等体験指導計画について 

第５回 令和元年７月 25 日（木） 
Ｍ館３階 

小会議室 
 特になし 

第６回 令和元年９月９日（月） 
Ｍ館３階 

小会議室 
 特になし 

第７回 令和元年 10 月３日（木） 
Ｍ館３階 

小会議室 

・令和２年度教育実習事前・事後指導計画につ

いて 

第８回 令和元年 10 月 31 日（木） 
Ｍ館３階 

小会議室 

・令和２年度シラバスの原稿作成について（教

職課程に係る科目のシラバスガイドライン） 

第９回 令和元年 12 月 5 日（木） 
Ｍ館３階 

小会議室 

・2020 年度「教育方法の理論と実践」の開講

時期変更について（家政学部） 

第 10 回 令和 2年 1月 9日（木） 
Ｍ館３階 

小会議室 
 特になし 

第 11 回 令和 2年 2月 19 日（水） 
Ｍ館３階 

小会議室 
 特になし 
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令和元年度 関係団体等への参加状況 

 

〔文部科学省関係〕 

会の名称 開催日 場所 参加者名 

中央教育審議会 

「教職課程の基準に関す

るワーキング」 傍聴 

令和元年５月７日 文部科学省 ・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

中央教育審議会 

「教職課程の基準に関す

るワーキング」 傍聴 

令和元年５月 31 日 文部科学省 ・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

中央教育審議会 

「教職課程の基準に関す

るワーキング」 傍聴 

令和元年６月 28 日 文部科学省 ・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

教職課程認定申請書 

差し替え 
令和元年７月１日 文部科学省 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

中央教育審議会 

「教職課程の基準に関す

るワーキング」 傍聴 

令和元年７月 23 日 文部科学省 ・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

教職課程認定申請書 

差し替え 
令和元年 11 月 20 日 文部科学省 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

令和元年度教職課程認定

等に関する事務担当者説

明会 

令和元年 12 月 17 日 学習院大学 
・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

教職課程認定申請書 

差し替え 
令和２年３月 23 日 文部科学省 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

 

〔全国私立大学教職課程研究連絡協議会〕 

会の名称 開催日 場所 参加者名 

第 39 回研究大会 
令和元年５月 25 日 

   ～５月 26 日 

大阪ガーデ

ンパレス 

及び 

近畿大学 

・三宅茂夫（教職支援センター長） 

・榎元十三男（教育学科教授・教職支援センター 

       副センター長） 

・松﨑隆幸（教育学科教授） 

・谷山優子（教育学科准教授） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

2019 年度教職課程運営

に関する研究交流集会 
令和元年 11 月２日 京都テルサ 

・榎元十三男（教育学科教授・教職支援センター 

       副センター長） 
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〔阪神地区私立大学教職課程研究連絡協議会〕 

会の名称 開催日 場所 参加者名 

幹事校会 平成 31 年４月 17 日 

関西大学 

梅田 

キャンパス 

・谷山優子（教育学科准教授） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

幹事校会 令和元年５月 15 日 

関西大学 

千里山 

キャンパス 

・谷山優子（教育学科准教授） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

総会・第１回課題研究会 令和元年５月 15 日 

関西大学 

千里山 

キャンパス 

・谷山優子（教育学科准教授） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

教職課程事務検討委員会 令和元年７月８日 

関西大学 

梅田 

キャンパス 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

幹事校会 令和元年７月 17 日 

関西大学 

梅田 

キャンパス 

・三宅茂夫（教職支援センター長） 

・谷山優子（教育学科准教授） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

教職課程事務検討委員会 令和元年８月 21 日 

関西大学 

梅田 

キャンパス 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

教員免許事務セミナー 令和元年９月 14 日 

関西大学 

梅田 

キャンパス 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

教職課程事務検討委員会 令和元年 10 月４日 

関西大学 

梅田 

キャンパス 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

幹事校会 令和元年 10 月 16 日 

関西大学 

千里山 

キャンパス 

・三宅茂夫（教職支援センター長） 

・谷山優子（教育学科准教授） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

第２回課題研究会 令和元年 10 月 16 日 

関西大学 

千里山 

キャンパス 

・三宅茂夫（教職支援センター長） 

・榎元十三男（教育学科教授・教職支援センター 

       副センター長） 

・谷山優子（教育学科准教授） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

幹事校会 令和元年 12 月 18 日 

関西大学 

千里山 

キャンパス 

・三宅茂夫（教職支援センター長） 

・谷山優子（教育学科准教授） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

第３回課題研究会 令和元年 12 月 18 日 

関西大学 

千里山 

キャンパス 

・谷山優子（教育学科准教授） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 
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幹事校会 令和２年２月 19 日 

関西大学 

梅田 

キャンパス 

・三宅茂夫（教職支援センター長） 

・谷山優子（教育学科准教授） 

・村田恵子（教育学科助教） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

教員免許事務セミナー 令和２年２月 22 日 

大阪工業大学 

梅田 

キャンパス 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

 

〔京阪神地区私立女子大学教務事務担当者懇談会〕 

会の名称 開催日 場所 参加者名 

第 66 回定例会 令和元年７月５日 
甲南女子 

大学 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・上田美穂子（ポートアイランドキャンパス教務課長） 

・栫山尚子（ポートアイランドキャンパス教務課 

      課長補佐） 

・田中 亮（須磨キャンパス教務課） 

第 67 回定例会 令和元年 11 月 29 日 
大阪第一 

ホテル 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山下功晃（須磨キャンパス事務部次長兼教務課長） 

・上田美穂子（ポートアイランドキャンパス教務課長） 

・栫山尚子（ポートアイランドキャンパス教務課 

      課長補佐） 

・荒木 啓（須磨キャンパス教務課主任） 

 

〔教育委員会関係〕 

会の名称 開催日 場所 参加者名 

平成 32 年度京都市教員

採用選考試験説明会 
平成 31 年４月９日 

京都市 

総合教育 

センター 

・小海英（須磨キャンパス教職支援センター主任） 

平成 32 年度京都府公立

学校教員採用選考試験説

明会 

平成 31 年４月 10 日 
京都産業 

大学 
・小海英（須磨キャンパス教職支援センター主任） 

平成 32 年度兵庫県公立

学校教員採用候補者選考

試験に係る説明会 

令和元年５月９日 
兵庫県民会

館 
・小海英（須磨キャンパス教職支援センター主任） 

令和 2 年度京都市立学校

園教育実習研修会 
令和元年８月８日 

京都市 

総合教育 

センター 

・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

豊中市教育実習等希望者

受入れに係る事務説明会 
令和元年８月 30 日 

豊中市 

教育 

センター 

・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

令和元年度教育職員免許

状授与一括申請事務説明

会 

令和元年 11 月 29 日 

兵庫県 

農業共済 

会館 

・房安弘子（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

兵庫県教員免許更新講習

連絡協議会 
令和元年 11 月 29 日 

兵庫県 

農業共済 

会館 

・房安弘子（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 
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香川県教育委員会との情

報交換会 
令和２年１月８日 

香川県 

教育委員会 

・榎元十三男（教育学科教授・教職支援センター 

       副センター長） 

・松﨑隆幸（教育学科教授） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

・小海英（須磨キャンパス教職支援センター主任） 

令和 3 年度明石市立中学

校教育実習に関する説明

会 

令和２年１月 10 日 明石市役所 ・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

令和元年度第 2 回神戸市

立学校学生スクールサポ

ーター制度連絡協議会 

令和２年２月 14 日 

教育・地域

連携センタ

ー研修室 

・中山ふみ江（教育学科教授） 

・小海英（須磨キャンパス教職支援センター主任） 

・房安弘子（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

 

〔幼保関係〕 

会の名称（主催） 開催日 場所 参加者名 

2019 年度近畿ﾌﾞﾛｯｸ保育

士養成協議会「第１回教

職員研修会」「総会」 

平成 31 年４月 27 日 
神戸女子 

短期大学 

・三宅茂夫（教職支援センター長） 

・大西雅裕（教育学科教授） 

・石田裕子（教育学科准教授） 

幼稚園教員養成校と私立

幼稚園との懇談会・懇親

会 

令和元年５月 31 日 
オリエンタ

ルホテル 
・平井和恵（教育学科教授） 

保育士養成機関関係者と

の意見交換会・懇談会 
令和元年６月 14 日 

ANA クラウ

ンプラザホ

テル神戸 

・石田裕子（教育学科准教授） 

全国保育士養成協議会

2019 年度総会 
令和元年６月 22 日 

東京ファシ

ョンタウン

ビル 

・石田裕子（教育学科准教授） 

保育者養成校と大私幼加

盟園との連携懇談会 
令和元年７月４日 太閤園 ・平井和恵（教育学科教授） 

2019 年度全国保育士養

成セミナー 

令和元年８月 29 日 

      30 日 

神戸ポート

ピアホテル 

・三宅茂夫（教職支援センター長） 

・大西雅裕（教育学科教授） 

・小林田鶴子（教育学科教授） 

・平井和恵（教育学科教授） 

・石田裕子（教育学科准教授） 

・隠岐厚美（教育学科准教授） 

兵庫県児童養護連絡協議

会実習部会研修会 
令和 2年 3月 6日 

兵庫県福祉

センター 
・大西雅裕（教育学科教授） 

 

〔シンポジウム・フォーラム等〕 

会の名称（主催） 開催日 場所 参加者名 

日本教師教育学会シンポ

ジウム 
令和元年６月 15 日 明治大学 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

大学教務実践研究会教務

系職員初任者講習会 
令和元年６月 22 日 名古屋大学 ・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 
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京私教協 2019 年度第１

回教員免許事務勉強会 
令和元年７月 27 日 龍谷大学 ・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

京私教協 2019 年度第２

回教員免許事務勉強会 
令和元年９月７日 

京都先端 

科学大学 
・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

大学教務実践研究会セミ

ナー教務系事務部門リー

ダー講習会 

令和元年９月 21 日 国士舘大学 
・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

教師教育フォーラム 

（玉川大学） 
令和元年 10 月 27 日 玉川大学 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

・山田史子（須磨キャンパス教職支援センター課長） 

京私教協 2019 年度第４

回教員免許事務勉強会 
令和元年 12 月 21 日 同志社大学 ・上向井裕介（須磨キャンパス教職支援センター課員） 

協同出版セミナー 令和２年１月 26 日 

ダブルツリー 

by ヒルトン 

那覇首里城 

・榎元十三男（教育学科教授・教職支援センター 

       副センター長） 

・多畑寿城（学園教職支援センター長） 

 

神戸女子大学教職支援センター規程

設 置

第１条 神戸女子大学に、神戸女子大学教職支

援センター 以下「センター」という。を置く。

目 的

第２条 センターは、本学の教職課程運営の拠

点として関係する事項を統括し、教職課程の円

滑な運営を行うこと並びに学生の学校教育職

員として必要な資質能力の育成・向上を目的と

する。

業 務

第３条 センターは、第２条の目的を達成する

ために、センターの事務部門と協働で次の各号

に掲げる業務を行う。

１ 教職課程履修学生への学科と連携し

た教職指導 履修、教育実習、介護等

体験、スクールサポーター、学校ボラ

ンティア・インターンシップ、教職キ

ャリアガイダンス、教員採用・就職支

援等 の企画立案と実施

２ 教職課程の科目のうち教員免許法施

行規則第２条、第３条、第４条、第５

条、第９条及び第 条に定められた

第３欄、第４欄、第５欄に該当する科

目 以下、「教育の基礎的理解に関する

科目等」という。 、同施行規則第２

条、第３条、第４条及び第５条に定め

られた第２欄 「保育内容の指導法」

及び「教科の指導法に関する科目」の

みで以下、「教科の指導法等」という。

を担当する教員の人事提案

３ 教職課程の科目のうち「栄養に係る教

育に関する科目」 教育職員免許法施

行規則第 条表第２欄に定められた

科目 を担当する教員の人事について

の関係学科との連携・協議

４ 教職課程の編成と検証及び改善

５ 教育実習の実施計画、履修資格判定及

び評価に関すること

６ 教職課程認定申請及びそれに関連す

る業務

７ 教職課程認定科目のシラバス内容の

点検及び改善

８ 教職実践演習の運用と評価及び改善

９ 教職履修カルテの運用及び改善

学校や教育委員会との連携及び教員

育成協議会に関すること

教員免許状更新講習の企画・運営

教職卒業生ネットワークに関するこ

と

教師教育及び教員養成制度に関する

調査・研究

教職課程に関する 及び 活動

教職に関するデータ収集、管理及び分

析

教職支援センター予算に関すること

「教職課程年報」及び「神戸女子大学

教職課程研究」の編纂

教職課程に係る大学間連携に関する

こと

その他教職課程に関すること

組 織

第４条 センターは、次の構成員をもって組織

する。

１ 教職支援センター長

２ 教職に関する特任教員

３ 教育学科が選任した教職課程認定科

目を担当する専任教員

４ 教育学科以外で教職課程を置く学科

が選任した教職課程認定科目を担当

する専任教員各学科１名

５ 教職専門指導教員 非常勤

６ 教職支援センター配属事務職員

２ センター長が必要と認めるときは、第１項

以外の者を構成員に加えることができる。

センター長

第５条 センターにセンター長を置く。

２ センター長は部局長の中から学長が任命

する。

３ センター長はセンターを統括し、代表する。

副センター長

第６条 センターに副センター長を置くこと

ができる。

２ 副センター長は第４条第１項第２号、第３

号及び第４号の構成員からセンター長が任命

する。

３ 副センター長はセンター長を補佐し、セン

ターの実務に当る。
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神戸女子大学教職支援センター規程

設 置

第１条 神戸女子大学に、神戸女子大学教職支

援センター 以下「センター」という。を置く。

目 的

第２条 センターは、本学の教職課程運営の拠

点として関係する事項を統括し、教職課程の円

滑な運営を行うこと並びに学生の学校教育職

員として必要な資質能力の育成・向上を目的と

する。

業 務

第３条 センターは、第２条の目的を達成する

ために、センターの事務部門と協働で次の各号

に掲げる業務を行う。

１ 教職課程履修学生への学科と連携し

た教職指導 履修、教育実習、介護等

体験、スクールサポーター、学校ボラ

ンティア・インターンシップ、教職キ

ャリアガイダンス、教員採用・就職支

援等 の企画立案と実施

２ 教職課程の科目のうち教員免許法施

行規則第２条、第３条、第４条、第５

条、第９条及び第 条に定められた

第３欄、第４欄、第５欄に該当する科

目 以下、「教育の基礎的理解に関する

科目等」という。 、同施行規則第２

条、第３条、第４条及び第５条に定め

られた第２欄 「保育内容の指導法」

及び「教科の指導法に関する科目」の

みで以下、「教科の指導法等」という。

を担当する教員の人事提案

３ 教職課程の科目のうち「栄養に係る教

育に関する科目」 教育職員免許法施

行規則第 条表第２欄に定められた

科目 を担当する教員の人事について

の関係学科との連携・協議

４ 教職課程の編成と検証及び改善

５ 教育実習の実施計画、履修資格判定及

び評価に関すること

６ 教職課程認定申請及びそれに関連す

る業務

７ 教職課程認定科目のシラバス内容の

点検及び改善

８ 教職実践演習の運用と評価及び改善

９ 教職履修カルテの運用及び改善

学校や教育委員会との連携及び教員

育成協議会に関すること

教員免許状更新講習の企画・運営

教職卒業生ネットワークに関するこ

と

教師教育及び教員養成制度に関する

調査・研究

教職課程に関する 及び 活動

教職に関するデータ収集、管理及び分

析

教職支援センター予算に関すること

「教職課程年報」及び「神戸女子大学

教職課程研究」の編纂

教職課程に係る大学間連携に関する

こと

その他教職課程に関すること

組 織

第４条 センターは、次の構成員をもって組織

する。

１ 教職支援センター長

２ 教職に関する特任教員

３ 教育学科が選任した教職課程認定科

目を担当する専任教員

４ 教育学科以外で教職課程を置く学科

が選任した教職課程認定科目を担当

する専任教員各学科１名

５ 教職専門指導教員 非常勤

６ 教職支援センター配属事務職員

２ センター長が必要と認めるときは、第１項

以外の者を構成員に加えることができる。

センター長

第５条 センターにセンター長を置く。

２ センター長は部局長の中から学長が任命

する。

３ センター長はセンターを統括し、代表する。

副センター長

第６条 センターに副センター長を置くこと

ができる。

２ 副センター長は第４条第１項第２号、第３

号及び第４号の構成員からセンター長が任命

する。

３ 副センター長はセンター長を補佐し、セン

ターの実務に当る。
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勤務形態

第７条 センターには第４条第１項第２号、第

５号及び第６号の者全員が常駐する。

３ 第３号及び第４号の者はセンター内にお

いて教職指導に当ることができる。

構成員の任期

第８条 第４条第１項第２号、第５号及び第６

号の構成員の任期は、その職にある間とする。

２ 第４条第１項第１号、第３号及び第４号の

構成員の任期は２年とし、再任を妨げない。

３ 構成員に欠員が生じた場合は、これを補充

し、その任期は、前任者の残任期間とする。

運営委員会

第９条 センターは第３条に掲げる業務を推

進するにあたり、定期的に教職支援センター運

営委員会 以下「運営委員会」という。 を開催

する。

２ 運営委員会委員は第４条第１項第１号、第

２号、第３号、第４号の者及び教育学科主任、

教育学科小学校教育コース主任、教育学科幼児

教育コース主任、教務委員会の代表者１名とし、

第６号の者のうち学園教職支援センター長、課

長、課員及び第２項の者が委員に準じて出席す

ることができる。

３ 運営委員会はセンター長が召集し、議長を

務める。

４ 運営委員会に副委員長を置き副センター

長がこれにあたる。

５ 副センター長はセンター長の命により、運

営委員会の議長を務めることができる。

６ センター長が必要と認める場合は、運営委

員以外の者に出席を求めて意見聴取をするこ

とができる。

守秘義務

第 条 構成員は、個人情報に関する事項や

審議中の事項について、センター長の許可なく、

構成員及び運営委員以外の教職員や学生に口

外してはならない。

事 務

第 条 センターの事務所管部署は須磨キャ

ンパス教職支援センターとする。

規程の改廃

第 条 この規程の改廃は、運営委員会及び

部局長等会議の意見を聴き学長が行う。ただし、

学長は、改廃に当たり教授会の意見を聴くこと

ができる。

附 則

１．この規程は平成 年４月１日から施行す

る。

２．この規程は平成 年４月１日から施行す

る。

３．神戸女子大学教職課程運営委員会規程 平

成 年４月１日施行 は廃止する。

４．学園教職支援センター運営規程 平成 年

４月１日施行 は廃止する。

５．この規程は平成 年４月１日から施行す

る。

６．この規程は平成 年４月１日から施行す

る。

神戸女子大学・神戸女子短期大学教員免許状更新講習規程

目的

第１条 神戸女子大学 以下「大学」という。

及び神戸女子短期大学 以下「短大」という。

が行う教員免許状更新講習 以下「講習」とい

う。 の実施に関する事項について規定する。

講習の開設

第２条 講習は大学、短大それぞれが開設する。

但し大学、短大の協議により合同の開設をする

ことは妨げない。

２ 講習の形態は講義・演習・実習・実技とす

る。

３ 必修領域は６時間、選択必修領域は６時間、

選択領域は６時間を一講習として開設する。

講習の担当者

第３条 講習は大学及び短大の専任教員が主

体となって担当する。外部講師を招聘する場合

は、一講習あたりの時間数の二分の一までの時

間数とする。

講習の開設時期

第４条 講習は大学及び短大の正規授業、入学

試験、学校行事等をはじめ、学生への教育活動

に支障の無い時期に開設することを原則とす

る。

予算

第５条 講習に係る予算は大学、短大がそれぞ

れにおいて計上しかつ実行する。但し合同で開

催する場合は、大学において計上しかつ実行す

る。

２ 予算額は講習の定員に応じて決定する。

３ 講習に係る諸費用は全て当該予算で賄う。

受講料

第６条 受講者から徴収する受講料について

は別に定める。

講習担当者の手当

第７条 講習担当者の手当については別に定

める。

事務

第８条 講習に係る事務の所管部署は大学は

須磨キャンパス教職支援センター、短大はポー

トアイランドキャンパス教職支援センターと

する。

２ 大学、短大が合同で講習を開設する場合の

事務の所管部署は須磨キャンパス教職支援セ

ンターとする。

規程の改廃

第９条 この規程の改廃は、大学の教職支援セ

ンター運営委員会、短大の教員養成カリキュラ

ム委員会及び部局長等会議の意見を聴き両学

長が行う。ただし、両学長は、改廃に当たり教

授会の意見を聴くことができる。

附 則

１．この規程は、平成 年４月１日より施行

する。

２．この規程は、平成 年４月１日より施行

する。

３．この規程は、平成 年４月１日より施行

する。

４．この規程は、平成 年４月１日から施行

する。

５．この規程は、平成 年４月１日から施行

する。

６．この規程は、平成 年４月１日より施行

する。
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教職支援センター運営委員会

 

委員長 三 宅 茂 夫 教職支援センター長（委員長） 

榎 元 十三男 教職支援センター副センター長（副委員長） 

松 﨑 隆 幸 教職支援センター 

小 倉 嘉 夫 教務部長（家政学部管理栄養士養成課程 教授） 

北 山 円 正 文学部日本語日本文学科 教授 

本 田 隆 裕 文学部英語英米文学科 准教授 

吉 岡 志津世 文学部神戸国際教養学科 教授 

中 尾 友 則 文学部史学科 教授 

大 西 雅 裕 文学部教育学科 学科主任 教授 

金 岩 俊 明 文学部教育学科 小学校教育コース主任 准教授 

石 田 裕 子 文学部教育学科 幼児教育コース主任 准教授 

谷 山 優 子 文学部教育学科 准教授 

中 西 正 恵 家政学部家政学科 教授 

安 田 敬 子 家政学部管理栄養士養成課程 准教授 

吉 川 豊 健康福祉学部健康スポーツ栄養学科 教授 

丸 山 有 希 看護学部看護学科 准教授 

多 畑 寿 城 学園サポートセンター事務部長・学園教職支援センター長 

岡 田 匡 喜 学園サポートセンター事務部次長・キャリアサポートセンター長 

山 田 史 子 須磨キャンパス教職支援センター課長 

福 井 志津江 ポートアイランドキャンパス教職支援センター課長 

 

 

【須磨キャンパス教職支援センター（事務）】

 

多 畑 寿 城 学園サポートセンター事務部長・学園教職支援センター長 

山 田 史 子 課長 

小 海 英 主任 

房 安 弘 子 課員 

上向井 裕 介 課員 

吉 田 浩 子 課員（臨時） 

水 野 聖 子 課員（派遣） 

大 森 俊 昭 専門指導職員（臨時） 

長谷川 雅 清 専門指導職員（臨時） 

 

 

【ポートアイランドキャンパス教職支援センター（事務）】

 

福 井 志津江 課長 

陰 山 雅 子 課員 

楠 本 喜 紀 専門指導職員（臨時） 

久 保 廣 昭 専門指導職員（臨時） 
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編　集　後　記

お忙しい中、執筆にご協力くださいました学生・教職員の皆様に、厚く御礼申し上げます。
教職支援センターは、令和元年の夏、センターをより利用しやすくするため、入口の壁をガラス張りで
外から見やすくし、また、センター内の一部の壁を取り去り、スペースを有効に使えるように改装しました。
教員採用試験に向けて多くの学生が集い、互いに切磋琢磨しながら努力してきました。
この春、それぞれ決めた道に進み、全国にはばたきます。
� （Ｈ．Ｆ）

教職支援センターの教職員は、努力する皆さんを応援出来る事を嬉しく思います。
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